
■ 懇談会での主な意見交換内容

懇懇談談会会でで出出さされれたた皆皆ささまま方方

ののアアイイデデアアやや意意見見ををももととにに、、

地地域域資資源源をを有有効効活活用用ししたたまま

ちちづづくくりりにに向向けけたた ““提提案案書書””

ととししててままととめめまますす。。

ひとり３箇所ずつ付箋を貼ってもらいました。

付箋の数が投票数です。

懇懇談談会会のの様様子子

●おもてなしの店の目印が欲しい。「まちの駅」はシンボルマーク

があり、加盟すると商標を使用できる仕組みとなっている。

●本町：市都市計画課と協働で案内板を製作中である。

（３月末完成：白河医術講義所跡など）

⇒【市都市計画課】文字や色はサイン計画に基づいた統一感の取れたものとします。

デザインは、商工会議所などにも協力を求め、決めていく予定です。まずは本町

をモデルケースと考え、その後、周辺の町内に広めていきたいと考えています。

●他の町内に広げていくために、本町で作成する際に、他の町内会にも呼びかけ、一

緒に作ってみてはどうか？

●本町：ブックやマップは各店舗におき、おもてなしの店を増やし、積極的に活動し

ていく予定である。背景には、甲子トンネルの開通があり危機感を抱いている。

●人を集める核・起点づくりが必要（駅、駅前に計画中の図書館、観光案内所など）。

●女性の意見を取り入れる。棚倉は男性よりも元気、活発に活動している。

●外部への情報発信、ＰＲが必要。例えば、坂本龍馬や直江兼続など、他の地域ではＮＨＫドラマをきっかけに積極的にＰＲしている。

白河も本年からドラマ化される「坂の上の雲」などを利用して、歴史をＰＲしてはどうか？

ままちちのの駅駅
シシンンボボルルママーークク

地域資源を活用したまちづくりへの意見

■■ここれれままででにに懇懇談談会会でで出出さされれたた意意見見ののツツリリーー図図（（集集約約図図））のの中中かからら、、今今後後のの地地域域資資源源をを有有効効活活用用ししたたままちちづづくくりりにに向向けけ、、
実実現現ししそそううなな短短期期目目標標ににつついいてて投投票票ししてていいたただだききままししたた。。

集計結果 （類似した内容をまとめたベスト３）

・「もてなしの店」や「まちの駅」を充実させる
・各店舗がまちなかギャラリーを設けて店先から発信する
・「もてなしの店」の看板を充実させる
・もてなしの心と技術を持った人を増やす

・存在感のある特産品ショップをつくる
・おすすめできる「一店逸品」をつくる
・蔵を利用して地場産品や土産物のショップをつくる

・各町の歴史、由来、自慢を紹介したマップや案内板をつくる
・今に残る奥州街道を再認識する
・キャッチフレーズをつくる

計１３票

計１０票

計 ８票

ほほかかににももいいろろいいろろなな目目標標にに投投票票ししてていいたただだききままししたた。。




